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〔報告〕
　私は，「文部科学省　未来医療人研究人材養成拠点形成事業『なごやかモデル』」の研修として
2014年10月8日から10月12日までの5日間，アメリカ・アリゾナ州にあるサンシティへ行かせてい
ただきました。移動時間の関係で2日間の短い研修となりましたが，有意義な時間を過ごさせていた
だきましたので，ご報告いたします。
　サンシティは，アメリカ合衆国アリゾナ州マリコパ郡内に位置する国勢調査指定地域（CDP：行
政組織を持たない統計上の便宜的な地域名）で，冬を温暖な南部などで過ごすアメリカ北部，中西部，
カナダなどの人々向けの「退職後のコミュニティ」（retirement communities）として，1960年に一
民間デベロッパーの手によって作られました。この街に居住できる条件は，「55歳以上であること」
ですが，老後の余生を静かに過ごすためにではなく，スポーツや趣味を楽しみながら，ボランティア
活動にも参加し，楽しく暮らせる街にしよう，というのが「街づくり」の基本コンセプトです。その
ため，ゴルフ，テニス，スイミング，スカッシュなどのスポーツ施設，トランプ，チェス，麻雀，ビ
リヤードなどのレクリエーション施設，クラフト，プラモデル，彫金，手工芸などの趣味を学ぶ教室
やクラブが整えられています。またホテル，レストラン，ショッピングセンター，教会や高齢者のた
めの病院，看護・介護施設も備えられています。写真1に見られるように，それらの施設が中心にあ
り，そこから放射線状に住宅が作られています。またこの町には，サンシティウエストという姉妹都
市があり，これもスノウバードの人たちのための退職後コミュニティとなっています。
　私が参加しているプロジェクト『なごやかモデル』は，名古屋市立大学，名古屋工業大学と当大
学が連携して「住み慣れた土地で豊かに老いを迎え，その人らしく暮らすことのできる社会づくり
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（Aging In Place, AIP）を支える医療人材の育成」を目的としています。そこで，実際に「豊かに老
いを迎え，その人らしく暮らすことのできるコミュニティ」であるサンシティへの視察研修となりま
した。
　1日目午前はBanner Sun Health Research Instituteの視察を行いました。Banner Sun Health 
Research Instituteはブレインバンクを中心に高齢者，老化，加齢の研究を行っています（写真2）。今回，
施設の案内をしてくださったDr. Tomはブレインバンク主催者で，日本人の研究者とも多く交流され
ています。サンシティでは，亡くなった方のほとんどが献体という形でここに運ばれ，脳や心臓など
の研究の対象となります。今回は保存されている実際の臓器やそれらの研究の方法の一例，また，過
去に研究対象となった方の臓器の保存方法などを見学させていただきました（写真3）。
　1日目午後はSun City Recreation Centerの視察を行いました。この施設は広大な土地の中に池や
小高い丘などが作られており，ボート，魚釣り，ゴルフ，ウォーキングなどの屋外アクティビティが
できます。また施設内の一角に円形の建物があり，中心にはプール，その周りの部屋にはマシーンを
使ったトレーニングや陶芸など屋内アクティビティができるようになっています（写真4，5）。施設
の利用料は年間150ドルで，利用料支払い後はカード提示で全て無料となります。
　2日目はサンシティの姉妹都市，サンシティウエストでの視察でした。
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　午前はBanners Del E Webb Medical Centerの視察を行いました。ここはサンシティウエスト唯一
の病院で，職員は全てサンシティウエスト外から通ってきています。病院で多く見かける紫色のユニ
フォームを着た方々はサンシティ在住の高齢者で，週に数回ボランティアとして病院の案内などを
行っています（写真6）。ボランティアをする事で「人から必要とされている」と感じることが大切
と仰っていました。また医師からの説明の中で「生命の危機を脱したらすぐにリハビリテーションを
開始する。リハビリテーションがとても重要」とありました。急性期の病院でありながら日本の回復
期病棟のような光景が見られ，リハビリテーション関連職種が重要視されていることに感銘を受け，
日本でも同様な状況になることを期待せざるを得ませんでした（写真7）。
　午後はシニアコミュニティーセンターと住民の方のお宅の視察でした。レクリエーションセンター
では，ここで考案された「Pickleball」の見学が中心となりました（写真8）。また，屋内ではパソコ
ンやステンドグラス，ダンスなど様々なメニューが用意されています。
　最後に住民の方のお宅を見学させていただきました（写真9）。2ベッドルームとリビング，バスルー
ム，ランドリー，キッチン，そして庭にはプールとジャグジーまで付いていて，日本円で約2,000万円。
サンシティ同様55歳以上の人しか住めませんが，55歳未満でも購入は可能とのことです。
　以上，短期間での強行スケジュールでしたが，楽しんで生活をする事の大切さ，人から必要とされ
ることの大切さなど「高齢者の街づくり」に関するヒントをたくさんいただきました。今回得られた
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知識，情報を『なごやかモデル』の目指す『Aging In Place』に役立てていきたいと思います。
　最後に，改めてこのような貴重な機会を与えていただきました名古屋学院大学，リハビリテーショ
ン学部の先生方，そして『なごやかモデル』プロジェクトの皆様に深く感謝の意を表したいと思います。
